
菅
原
道
真
研
究
―『菅
家
後
集
』
全
注
釈

（七
）
―

焼

山

廣

志

一

前

回

↓̂

に
引

き
続

い
て
、
本

稿

で
は

以

下

の

『
菅

家

後
集

』

の
作

品

の
全

注
釈

を
試

み

た

い
。
今

回
は
調
査

・
考

察

を
済

ま

せ
た

『
菅
家

後
集

』

「
剣
聴
寺

鐘

」

「
獅
梅
花

」

「
娚
山
僧
贈

杖

、
有

感

題
之

」

の
三
首

を
取

り

挙
げ

て
み

る
。

注
釈

を
進

め

る
上

で

の

「
凡
例
」

は
前

稿

↓̂

の
そ
れ

に
倣
う

。

二

麗
醐
閤

国
閣
囹

ホ

*

捌

聴
寺
鐘

二
月
十
七
日

睡-

酔
―欲識槌鐘
報
五

更三塗八難一時驚

●
●
○
○
●
●
◎○○●●●○◎

ド大奇

春
夏
秋
冬
鑑

○
○
○
●
○
○
●

爲
我
終
無
抜
苦
聲

●
●
○
○
●
●
◎

*

脚
韻
は
下
平
声

庚
韻。

韻
字
は

「
更」

「

驚」

「

聲
」

囲
○

題
字

「聴

寺
鐘

」

…
聴
寺

鐘

聲

（内

一
）

（尊

二
）

（尊

四
）

（松
平

）

…
聴

鐘
聲

（太

一
）

（太

二
）

（大

島
）
日

凹
因

∪

全

本

○

題
字

下

「
二
月
十

七

日
」

…
ナ

シ

（尊

二
）

（尊

四
）

（内

一
）

（大

島
）

（太

一
）
（太
二
）

（松
平
）
蘭

0

全
本

▼
頭
注

「鐘
聲
作
寺
鐘

下
有
二
月
十
七
日
五
字
分
注

…

（大
島
）

○
槌

（○
）
…
槌

（○
）
（大
島
）
（太

一
）
（太

二
）
∩
圓

∪

全
本

○
鐘

（○
）
…
風

（○
）
（大
島
）
（太

一
）
（太
二
）
∩
園

全
本

▼
頭

注

「
風
作

鐘
」

…

（大
島

）
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▼

右

傍
注
「

風
イ
」

…

（

尊
一
）

（
尊
三
）

○
大

（
○）

…

太
（
●
）

（

大
島）

（
太
一
）

（
太
二
）
〔

刊

本
〕

全

本

▼

頭

注
「
太

作
大
」

…

（
大

島）

團

つ

・
識
ら

ん
と

欲
す

鐘

を
槌

ち

て
五
更
を

報
ず

れ
ば

・
三
塗

八
難

一
時

に
驚

く

・
大

い
に
奇

し
む

春

夏
秋
冬

蓋
き

て
も

ば
っ

く

・
我
が
為
に

終
に
抜
苦
の
聲
な
し

国
・
未
明

に
な

る
仏
名

会

の
勤
行

の
暁
鐘

の
音

は

・
三
塗

八
難
、

仏

の
法

も
届

か
な

い
闇

黒

の
悪
道

の
果

て
ま

で
も

一
時

に

震

憾
さ

せ
、

夢

か
ら
覚

醒
さ

せ

る
と
言

わ
れ

た
が

・
そ
れ

が

本
当

か

ど

う

か
、

は
な

は
だ

疑

問

に
思

う
。

（な

ぜ

な

ら
）

今

や

、

一
年

が

終
わ

ろ

う
と

し
、

（勤

行

の
鐘

の
音

を
聴

き
続

け

て
き

た

の
に
も
か

か
わ

ら
ず
）

・
私

ひ
と
り

に
は

（す

べ

て
の
衆
生

が

こ
の
勤

行

で
仏
、

菩
薩

に

よ
り

苦

し

み
か
ら
救

わ

れ
、
福

楽

を
与
え

ら
れ

る
と

い
う

）
抜

苦
与

楽

の
声

が

ひ
び

い
て

こ
な

い
か

ら

で
あ

る
。

嬰

匪

○
槌

鐘
…

鐘

を

う

ち
な

ら

す
こ

と。

『漢

語
大
詞
典』

で
は
「

②

鼓

槌」

と
説

明

し
、

「
温
庭
菊

《
湖
明

詞
》
」

の

「
羽
書
如

電

入
青

項
、

雪
腕

如
槌

劃
杖
也
」
の
例
を
挙
げ
る
。
（大
島
）
（太

一
）
（太
二
）
圓

∪
全
本
に

し
ゆ
も
く

あ

る

「槌

風
」

は

「
風
を

起

こ
し

て
撞

木

（
つ
り
鐘

を

つ
く
棒

）

が
鐘
を

打

ち

た
た

く

こ
と
」

の
意

。
『
菅

家

文
草

』

「
鋤
冬
夜

九
詠
―

山
寺
鐘

」

に

「遙
迭

槌

風
驚

客
夢
、

磨

知
感

鮫

澗
中
龍

」

の
句

が
見

え

る
。

〇

五

更
…

一
夜

を
五

分

し
た
最

後

の
時
刻

。

現
在

の
午
前

三
時

か
ら

五
時

ま

で
。

ま

た
午
前

四
時

か

ら
六
時

ま

で
と
も
。

寅

の
刻

・
戊
夜

・
五
声
。

『
漢

語
大
詞

典
』

で
は

「②

旧
時

自

黄
昏

至
佛

曉

一
夜
間

、
分

為

甲
、

乙
、

丙

、

丁
、
戊

五
段

、
謂

之

"
五

更

"

又
称

五

鼓
、

五
夜

」

「③

特

指

第

五

更
的

時
候

。

即

天
将
明

時
」
と

説
明

す

る
。

こ

こ
で
は

「③

」
の
意
。
『
田

氏
家

集
』

「
12
天

台
夜
鐘

」

に

「寺
在

天

台
最
峻

峯
、

危
棲

夜
打

五

更
鐘
」

の
句
が

見
え

る
。
『
菅

家

文
草

』
「
39
八

月
十

五
夕
、
待

月
席

上
各

分

一
字
」

に

「
五
更
待

月
事
何

如

、
物

色

人
情

計
曾

疎
」

の
句

が
、

又

「
鎚
冬
夜

九

詠
-

不

睡
」

に

「
不
睡

騰

々
送

五
更

、
苦

思
吾

宅
在

東
京

」

の
句
が

見
出

せ

る
。

〇

三
塗

…

〈
三
途
〉

と

も
書

く
。

地

獄

・
餓
鬼

・
畜

生

の
三
悪
道

の
こ
と

ず

は

で
、
地
獄
は
火
に
焼
か
れ
る
こ
と
か
ら

〈火
途
〉
畜
生
は
互
い
に
相
食
む

け
ち

ず

と
つ

こ
と
か

ら

〈血

途
〉

餓
鬼

は
刀

で
責

め
ら

れ

る

こ
と

か
ら

〈
刀
途

〉

と

い

い
、

合

わ

せ

て
火

血

刀

の

三
途

と

も
称

す

る
。

（岩

波

『
仏
教

辞

典
』

三

二

一
頁

）
『
仏

教

語
大

辞

典
』

（中

村

元
著

東

京

書

籍
）

に

は

「①

地

獄

・
餓
鬼

・
畜

生

の
三

悪
道

を

い
う
。

三

つ
の
悪

い
所
。

三
悪
趣

。
悪

業

の
結

果

と
し

て
人

び
と

が
行

か
な

け

れ
ば

な
ら

な

い
所
。

悪

い
報

い
と

し

て
堕
ち

た

苦

し

み
に

さ

い
な

ま

れ

る

三

つ
の
世

界
。

（中

略
）

イ

ン
ド

で
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つ
く
ら
れ
た
仏
典
の
漢
訳
で
は

「三
塗
」
と
書
く
。」
と
説
明
す
る
。
『漢

語
大
詞
典
』
で
は

「①
佛
教
語
。
即
火
途

（地
獄
道
）
血
途

（畜
生
道
）

刀
途

（餓
鬼
道
）」
と
説
明
す
る
。

〇
八
難
…
①
仏
を
見
ず
、
仏
法
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
境
界
が
八
種
あ

る
の
を
い
う
。
ω
地
獄
ω
餓
鬼
㈲
畜
生

（以
上
三
悪
道
は
苦
痛
が
激
し
い

た
め
）
ω
長
寿
天

（長
寿
を
楽
し
ん
で
求
道
心
が
起
こ
ら
な
い
）
㈲
辺
地

（こ
こ
は
楽
し
み
が
多
す
ぎ
る
）
㈲
盲
聾
痔
痙

（感
覚
器
官
に
欠
陥
が
あ

る
た
め
）
ω
世
智
弁
聡

（世
俗
智
に
た
け
て
正
理
に
従
わ
な
い
）
㈲
仏
前

仏
後

（仏
が
世
に
ま
し
ま
さ
ぬ
時
）
で
あ
る
。
仏
や
法
と
無
縁
な
八
種
の

と
こ
ろ
。

（『佛
教
語
大
辞
典
』
中
村
元
著

=

〇
四
頁
）

○
抜
苦
…
苦
し
み
か
ら
救
う
こ
と
。
助
け
る
こ
と
。

ハケ
ぬ
り

【
抜
苦
與

樂

】
仏
、
菩

薩

が
衆
生

を
苦

し
み

か
ら
救

い
、

福

楽
を

与
え

る

と

い
う

こ
と
。
慈

悲

の
う
ち

前
者

が

〈悲

〉

に
あ

た
り

後
者

が

〈慈
〉

に

相
当

す

る
と
解

釈
さ

れ
る
。

『
大
智

度
論

』

27
に

「
大
慈

与

一
切
衆

生
樂

、

大
悲

抜

一
切
衆

生
苦
」

の
句

が

見
え

る
。

仏
教

の
基

本
的

構

造

は
、

こ

の

苦

し
み

の
生
存

を
解
決

し

て
至
福

の
境

地
に
達

す

る

こ
と

で
あ

る
か
ら

、

お

ん

リ

ロヲ
へ

ど

こ
の
言
葉
は

〈厭
離
穣
土

・
欣
求
浄
土
〉
と
い
う
言
葉
と
と
も
に
そ
の
基

本
的
構
造
を
端
的
に
表
現
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

（岩
波

『仏
教
辞
典
』
六
六
三
頁
）

『菅
家
文
草
』
「脚
冬
夜
九
詠
―
山
寺
鐘
―
」
に

「草
堂
深
錬
翠
煙
松
、

抜
苦
音
聲
五
夜
鐘
」
の
句
が
見
え
る
。

国
●

詩
題

「聴

寺
鐘
。

二
月
十

七

日
」

に

つ
い
て

川

口
久
雄

氏

は
岩

波

古
典

文
学

大

系
本

の
補

注

で

「
お
そ
ら

く
観

世
音

寺

の
十

二
月

仏
名

臓
悔

会
前

後

の

こ
ろ

の
鐘

の
声

を
早
暁

に
聞

い
て
作

っ

た

の
で
あ
ろ

う
。

題
注

「
二
月

十
七

日
」

は

「十

二
月

十
七

日
」

の
誤
脱

で
あ

ろ
う
。
」
と
述

べ
ら
れ

て

い
る

（『
菅

家

文
草

・
菅
家

後
集

』
補

注

四

九

一

〔
一
〕
七

三

六

頁
）

が
、
前

述

の
詩

内

容

、

と

り
わ

け

三
句

目

の

「
大
奇

春

夏

秋
冬

蓋

」

の
句
内

容

、

「
今

や

一
年

が

終

わ
ろ

う

と

し

て

い

る

の
に
、
合

点

が

い
か
な

い

の
は
…

」

か
ら

、

川

口
久

雄
氏

の
論

じ
ら

れ

て

い
る

「十

二
月
十
七

日
」

の
誤
脱

説

に
肯

首
す

る
。

年
内

に
詠

ん
だ

作

品

で
あ

る
。

●

「
棚
聴

寺

鐘

二
月

十
七

日
」

と

類
似

す

る
詩

闘
…■
㎜
■

の
中
で
既
に
指
摘
し
た
所
だ
が
、
『
菅
家
文
草
』
巻
四
中
に
措

辞
的
に
酷
似
し
た
作
品
が
あ
る
。

鋤
山寺

鐘草堂深錬
翠
煙
松

とざ

ナ
い
凡
ん

草
堂
深
く
錬
す

翠
煙
の
松

I

i

抜
苦
音
聲
五
夜
鐘

抜
苦
の
音
聲

五
夜
の
鐘

つ
い

遙
迭
槌
風
驚
客
夢磨知感鮫澗中龍

遙
か
に
槌
風
を
送
り
て

客夢

を
驚
す

か
う

い
た

知
る
べ

し

鮫
と
澗
中
の
龍
と
を
感
ば
し
む
る
こ

と

を

（
岩
波古

典
文
学
大
系
本
よ
り
本
文
・

訓
引
用）
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（傍
線

筆
者
）

傍
線
を
付
し
た
詩
語
は

「劒
聴
寺
鐘
」
と
の
類
似
同

一
語
句
で
あ
る
。

こ
の
作
品
は

「冬
夜
九
詠
」
九
首
連
作
中
の
三
作
目
に
あ
た
る
。
讃
岐
守

時
代
、
道
真
四
十
五
歳
時
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
冬
の
夜
、
眠
れ
ぬ
徒

れ
に
詠
ん
だ
も
の
で
、
山
寺
の
鐘
の
音
の
響
き
が
夜
の
し
じ
ま
の
沈
黙
を

破
る

一
瞬
を
描
写
し
た
。
闇
の
中
に
広
が
る
音
響
の
広
が
り
を
強
く
印
象

づ
け
る
詩
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
自
然
と

一
体
化
し
た
道
具
の
心
情
を
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
比
し
て

「捌
聴
寺
鐘
」
で
は
酷
似
し
た

詩
句
を
使

い
な
が
ら
詩
情
に
大
き
な
隔
り
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
換
言

す
る
な
ら
ば
詩
情
の
緊
迫
感
が
全
く
異
な
る
の
で
あ
る
。
「鋤
山
寺
鐘
」

に
言
う

「五
夜
鐘
」
は

「客
夢
」
を
醒
ま
さ
せ
る
の
対
し

「
捌
聴
寺
鐘
」

で
は

「三
塗
八
難
」
を
覚
醒
さ
せ
る
と
詠
む
。
そ
し
て
そ
れ
ほ
ど
の
効
用

の
あ
る
鐘

の
音
で
も
っ
て
し
て
も
自
分
の
今
の
状
況
を
変
え
る
に
は
無
力

で
あ
る
こ
と
を
切
実
に
う
た
う
。
そ
こ
に
讃
岐
守
時
代
と
大
宰
府
請
居
時

代
の
道
真
の
心
情
、
そ
れ
が
酷
似
し
た
措
辞
に
よ
る
作
品
で
あ
る
だ
け
に

余
計
に
差
異
が
き
わ
だ
つ
。

三

ド仁壽殿西内
宴
時

○
●
●
○
●
●
◎

人
是
同
人
梅
異
樹ド知花猫笑我多悲

○
●
○
○
○
●
●○○●●●O◎

*

脚
韻
は
上

平
声支

韻
、

韻
宇
は
「
時」
「

悲
」

で

あ
る。

国
○

題
字

下
注

「
七
言

」
…

（内

一
）

（尊

四
）

（大
島

）

（太

二
）

（
松
平

）

同

U
囲

全
本

○
庭

（
●
）

…
処

（
●
）

（内

こ

○
内

（
●
）

…
曲

（
●
）

（内

一
）

（尊

四
）

（大

島

）

（加

越
）

（太

二
）

（松
平
）
印
旧
囹

全
本

▼
傍

注

「鎌
倉

本

作
内

」

…

（大

島
）

（太

二
）
∩
刑
H
㎜
U

全

本

○
笑

（●

）

…
咲

（●

）

（内

一
）

（尊

二
）

（尊

四
）

（松

平
）

團

コつ

・
宣
風
坊
の
北

新
に
栽
う
る
庭

・
仁
壽
殿
の
西

内
宴
の
時

・
人
は
是
れ
同
人

梅
は
異
な
る
樹

・
知
り
ぬ

花
の
み
濁
り
笑
み
て
、
我
は
悲
し
み
の
多
き
を
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鰯

梅

花

ド宣風坊北新栽庭

○
○
○
●
○
○
●

図
.

（私

は

以
前
）

自

宅

の
あ

る
京
都

の
宣

風
坊

の
北

の
地

に
、
新

た

に

一

株

の
梅
を

植

え
そ

れ
を

愛

で

て
い
た

（
の
が
、

こ
の
時
期

だ

っ
た

し
）



・
仁
寿

殿

の
西
側

に
植
え

て
あ

っ
た

紅
梅

を
賞

翫
す

る
内

宴

に
参

列
し

た

（
の
も
、

こ
の
今

の
時

期

で
あ

っ
た
）

・
そ

の
梅

の
花

を

見
る
者

は

同
じ
な

の

に
、

こ
の
太

宰
府

で
見
る
梅

の
花

と

以
前

見
て
き

た
梅

の
花
と

は
同

一
で
は
な

い
。

・
梅

の
花
だ

け
は
昔

と
変

わ
ら

ず

ひ
と
り
咲

き
新

春

を
満

喫

し

て
い
る
が

、

私

に
と

っ
て
は

こ

の
期

を
迎

え

る

の
は

一
層

、
悲

し

み
を
増

長
さ

せ

る

だ
け

の
事

で
あ

る
。

国
○

宣

風
坊

北

…

五
条
坊

門

北
。
道

真

の
邸
宅

の
あ

っ
た

所
。

『
書

斎

記
』

の
中

で

「東
京

宣

風
坊
有

一
家
」

の

一
文
が

見

え
る
。

大
曽

根

章
介

氏

は

こ
の

一
文
を
次

の
よ
う

に
説
明
さ

れ

て

い
る
。

2̂
）

菅

原

氏

の
邸

宅

は
紅
梅

殿
と

呼
ば

れ
、
『
拾

芥

抄
』

に

「五
条

坊

門
北
、

町
面

」
と
あ

り
、

西
洞
院

・
五
条
坊

門

・
町

尻

・
綾

小
路

に
囲
ま

れ

て

・
い
る
。

『
枕

草

子
』

（
二
十

二
段
）

の
邸
宅

を

列
挙

し
た
中

に
紅
梅

の
名

が
あ

り
、

別

に
菅

原

の
院
も

あ

っ
て
両
者

の
区
別

が

は

っ
き

り

し
な

い
。

『
拾

芥
抄

』

の
東
京
図

に

よ
る
と

、
紅
梅

殿

の
南

五
条
坊

門

を
隔

て
て

天
神

御

所
が
あ

り
、
菅

原

の
院

は

こ
れ

を
指

す

の
か
も

知
れ

ぬ
。

紅
梅

殿

の
名

は
道
真

が
左
遷

の
時

筑
紫

に
出

発
す

る

に
当

っ
て

「
東

風
吹

か

ば
」

の
和
歌
を

詠
ん
だ

邸

で
、
中

世

の
飛
梅

伝
説

と
結

び

つ
い
て
有
名

に
な

っ
た
も

の
で
あ

る
。

畢

照
幽
國

参
照
。

道
真
の
作
品
中
に
は
他
に
も

「謝
假
中
書
懐
詩
」
に

「假
中
何
庭
宿
、

宣

風
坊

下
家

」

の
用
例

が

、

又

「
斬
渤
前

進

士
山

風

種
庭

樹
」

に

「宣

風
坊

下
腐
儒

家
、

欲
待

春

來
快

見
花

」

の
例

が
見

え

る
。

○

仁
壽

殿

…
平
安

宮
内

裏

殿
舎

の

一
つ
。

内
裏

の
中

央

に
あ

る

の

で
中

殿
、

清

涼
殿

の
東

に
あ

た

る

の

で
東

殿

と
も

い
う
。

も

と
天

皇

の
常

の
座
所

で

あ

っ
た
が
、

の
ち

常

の
座

所

は
清
涼

殿

と
な

り
、

こ
こ
で

は
内
宴

、
相

撲
、

御

遊

な

ど
が

行

な
わ

れ

た

。

（『
日
本

語

大

辞
典

』
）

川

口
久

雄

氏

は
岩

波

古

典

文
学
大

系
本

の
補

注

で

「
仁
寿

殿

」

は
紫

震

殿

の
す

ぐ

北

に
連

な

り
、

呉
竹

の
小

庭

を
隔

て

て
西

の
方

清

涼
殿

と
相

対
す

る
。

そ

の
小

庭

の
北
仁

寿

殿

の
西

に
紅
梅

が
あ

っ
た

こ
と

は

『
拾

芥
抄

』
巻

中

の
附

録
、
内

裏

指

図

に
見
え

る
。

と
説

明
さ

れ

て

い
る
。

3̂
）

○

内
宴

…
平

安
時

代

正

月

二
十

一
日
頃

の
子

の
日
に
帝

が

通
常

仁
寿

殿

に

出

御

し

て
公
卿

以
下

文

人
な

ど
を

召
し

て
行

な
う
内

々
の
宴

。

題
を

賜

っ

て
漢

詩

や
漢

文
を

作

り
、

御
前

に

講
ず

る
ほ

か
管

弦
な

ど

も
行

な
わ

れ
た
。

[
文
徳

実
録

・
仁

寿

二
年

正

月
巳

丑
]

「帝

膓

二
干
近

臣

、

命

レ樂

賦

レ
詩
。

（略
）

此
復

二
弘

仁
遺

美

所
謂

内
宴

者
也

」

（『
日
本

語
大

辞
典

』
）

▼
異
本

の

「曲

宴
」

は

「う

ち
と

け
た

宴
会

」

の

こ
と
を

指
す

。
帝

が

臣

下
に

た
ま
わ

る

小
規

模
な

宴

会

「
曲
」

は

「
小
」

の
意

。

対
義

語

は

「大

宴

」
。

花

の
宴
、
月

の
宴

の
類

。
[
日
本
後

紀

・
延

暦
十

五

年
十

一
月
戊

子
]

曲

宴
、

賜
二
待

臣
巳

上
被

[
三
代

実
録

・
貞

観

九
年

三

月
壬

子
]

天
皇

曲

宴
太

后
於

常
寧

殿

、

天
皇

称
レ
膓

奉
レ
寿
、

申
二
之
醸

語

、
自

レ
旦
詑
レ
暮

、

極

レ
歓

而
罷
。

○

濁
笑

…

ひ
と

り
笑

む
。

『
蜀

志
』

「誰

周
傳

」

に

「
諦
護

典
籍

、
欣

然
濁
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剣

、
以
忘

寝
食

」

の
例
が

見

え
る
。

『
漢

語
大
詞

典
』

に

は

「
独
自
喜

笑

、

自

楽
」

と

説

明

し
、

「李

白

・
九

日
詩
」

の

「窺

膓

照

歓

顔
、

猫

笑

還
自

傾

」

の
用

例

を
引

く
。

こ

こ
で

は

「
（花

が
）

咲

く

こ
と
」

「
（花

が
）

ほ

こ
ろ

ぶ

こ
と

」
を

さ

す
。

「
笑
」

を

異
本

で
は

「咲
」

と

す

る

が
、
詩

内

容

か
ら

「笑

」
と

す

べ
き

所
。

こ
の
道

真

の
詩

句

に
投

影

を
指

摘
す

る

こ

と

の
出
来

る
作

品

が

『
凌

雲
集
』

中

に
見
出

せ

る
。
畢

蘭
國
削
圏

参

照
。

團●一
句

目

「
宣
風
坊
北
新
栽
庭」

に
つ
い
て

前
述
の

團
国
隔
凹

の
項
で
触
れ
た
所
だ
が
、
道
真
の
『
書
斎
…記
』
の
中

に
次
の
よ
う
な

一
文
が
あ
る
。

東

京
宣

風
坊

有

一
家
。
《
中
略

》

戸
前
近

側
、

有

一
株

梅
。

東

去
数

歩
、

有

数
竿

竹
。

毎

至
花
時
、

毎
当

風
便

、

可
以
優

暢
情

性
、

可

以
長
養

精

神

。

（東

京

の
宣

風
坊

に

一
家

有

り
。

《
中

略
》

戸
前

の
近

き
側

に
、

一

株

の
梅

有

り
。
東

に
去

る

こ
と
数
歩

、
数

竿

の
竹
有

り
。

花
時

に
至

る

毎

に
、

風

の
便

に
当
る
毎

に
、

以

て
情

性

を
優

暢
す

べ

し
、

以

て
精

神

を
長
養

す

べ
し
）

（傍
線

筆
者

）

●
四
句
目

「知
花
猫
笑
我
多
悲
」
の
表
現
に
つ
い
て

前
述
の

国
醐
翻
■

の
項
で
触
れ
た
所
だ
が
、
『凌
雲
集
』
に
こ
の
道
真

の
作
品

へ
の
投
影
を
指
摘
で
き
る
次
の
よ
う
な
詩
が
見
え
る
。

19
和
進
士
貞
主
初
春
過
菅
祭
酒
菖
宅
帳
然
傷
懐
簡
布
巨

・
藤
三
秀
才
作

一

さ
だ
ぬ
し

よ
ぎ

ち
し

つ
ぜ
ん

絶

（進
士
貞
主
が

「初
春
菅
祭
酒
が
旧
宅
に
過
り
て
恨
然
に
傷
懐
し

・

が

る

ニ

せ

布

瑠

・
巨
勢

・
藤

原

の
三
秀
才

に
簡

す

る

の
作
」

に
和
す

、

一
絶
）

書
閣
閉
來
冬
攣
春

書
閣
閉
ぢ
て
よ
り
冬
の
春

に
変
り

梅
花
濁
笑
向
哺
人

梅
花
独
り
笑
み
て
暗
人
に
向
か
ふ

錐
知
世
上
必
然
理

世
上
必
然
の
理
を
知
る
と
錐
も

猶
恨
門
前
断
薔
賓

猶
し
恨
め
し
門
前
に
旧
賓
の
断
ゆ
る
と
い
ふ
こ
と

は

（小
島
憲
之
著

『國
風
暗
黒
時
代
の
文
學
中

（中
）』

 

 

p
鵬
～
p
囑
）
（傍
線
筆
者
）

以
下
、
小
島
憲
之
氏
の
詳
細
な
考
察
の

一
文
を
引
用
し
な
が
ら
道
真
の

「獅
梅
花
」
と
の
比
較
を
試
み
た
い
。

ま
ず
こ
の

『凌
雲
集
』
の
作
品
は
、
小
島
憲
之
氏
の
考
察
に
よ
る
と

し
げ

の

「文
章
生
滋
野
貞
主
の

〈初
春

一
月
、
大
学
頭
菅
原
清
公
の
旧
宅
に
立
ち

寄
っ
た
と
こ
ろ

（そ
の
荒
廃
し
た
有
様
を
み
て
）
心
に
い
た
み
悲
し
み
、

ふ

る

ニ

せ
の

し

き

ひ
と

布

瑠

・
巨

勢
志

貴

人

・
藤

原

の

三

秀
才

に

そ

の
悲

し

み

の
心

を

書

い
て

贈

っ
た

詩
〉

に

唱

和

し

た

御

製

（嵯

峨

天

皇

御

作

・
筆

者

注

）
」

と

あ

る
。
?
）

句
意

は
、

小
島
憲

之

氏

の

一
文
を

引
く

と
、

「
（菅

原
家

の
）
書

殿

が
閉

鎖
さ

れ

て

以
来
、

冬

も
過

ぎ

て
春

に
な

っ
た
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（そ

の
庭

の
）

梅

の
花

だ

け

が
咲

い
て
、

（
こ

こ

に
立

ち
寄

っ
て
旧
時

を

思

ひ

つ

つ
）

嘆

く
人

に
相

対
す

る

（相
対

し

て

ほ

こ
ろ

ぶ
）
。
」
昔

を
偲

ん

で
泣

く
作
者

に
向

か

っ
て
、

梅

の
花
だ
け

ひ
と
り
淋

し
く
咲

き

か
か

る
わ

び
し

い
風
景

。

「
（移

り
変

り

の
行
な

は
れ

る
と

云
ふ
）

世

間

の
必
然

の
道

理
を

よ
く

承

知

し

て
ゐ

る
と

は
云

ふ
も

の

の
、

や
は

り

（盛

時

と

は
違

っ
て
）

門

の
前

に
ふ

る
な

じ
み

の
賓

客

が
絶

え
た

の
は
恨

め

し

い

こ
と

だ
。
」

5̂
}

筆
者
は
こ
の
詩
の
二
句
目

「梅
花
濁
笑
向
喘
人
」
の
表
現
に
殊
更
注
目

し
て
み
た
い
と
思
う
。
小
島
憲
之
氏
は
こ
の
二
句
目
に
つ
い
て
も
以
下
の

よ
う
な
傾
聴
す
べ
き
注
釈
を
公
に
さ
れ
て
い
る
。
 

「笑

」
は

綻

び

咲
く

こ
と
。
唐

太

宗

の

「
笑

レ
樹

花

分
レ
色

、
喘

レ
枝

鳥

合

レ
声

」

（月

晦
）

は

そ

の

一
例
。

「哺

人
」

は

泣

く

人
、
用

例

未

だ

検

出

し
得

な

い
。

「帝口
」

は

一
般

に
鳥

類

の
鳴

く

場

合

の

ほ
か

に
、

人

の

さ

泣
く

場
合

に
も

用
ゐ

る

こ
と
ば
。

（中
略

）

「笑

む
」

即
ち

「笑

く
」

梅

の
花

に
対

し

て
、
昔

を

偲

ん

で

「暗

く
」

（泣

く
）

人

を

同

じ
句

の
中

て
い
じ
ん

に
も
た
ら
し
た
趣
向
。
な
ほ
こ
の
第
二
句
は

「梅
花
哺
人
に
向
か
ひ
て

ゑ

さ

む

む

つ

 

独

り
笑

む

（笑

く
）
」

の
意

。
盛
唐

劉

長
卿

の

「江
花

独
向

層「北

人

愁

」

（初

聞
二
財

諦

読

喜

量

移

登
二
干

越

亭

贈

一一校

書

）

の
類

句

が

あ

る
。
（5
）

こ
の

『凌
雲
集
』
の
作
品
は
前
述
の
小
島
憲
之
氏
の
論
述
に
あ
る
よ
う

に
、
道
真

の
祖
父
に
あ
た
る
菅
原
清
公
の
書
閣
の
荒
廃
を
い
た
む
滋
野
貞

主
の
詩
に
唱
和
し
た
嵯
峨
天
皇
の
御
製
で
あ
る
。

こ
の
詩
の
表
現
、
と
り

わ
け
二
句
目
の
そ
れ
を
道
真
が
諮
ん
じ
て
い
て
自
作
に
投
影
さ
せ
た
こ
と

は
想
像
に
難
く
な
い
。

と
す
れ
ば
、
道
真
の
四
句
目

「知
花
濁
笑
我
多
悲
」
の
表
現
を

『凌
雲

℃

集

』

の
そ

れ

と
並

べ

て
み

る

と
、

「花

濁

笑
」

と

「我
多

悲

」
が

対

を

な

し
て

い
る
表

現

で
あ

る

こ
と
が

は

っ
き

り
す

る
。

異
本

で

「
花
濁

笑
」

が

「
花
濁

咲
」

と
あ

る

の
は
、

意
味

上

で
は
同

様

の
も

の
だ
が

、

こ

の

『
凌

雲

集
』

か
ら

の
投

影
関

係

の
視
点

で
考

え

る
と

「
我
多

悲
」

の
対

で
あ
る

な

ら
ば

「笑

」

で
な
け

れ
ば

な

ら
な

い
こ
と

が
わ

か

る
。

*

四国

螂
山
僧
贈
杖
、
有
感
題
之

昔
思
璽
壽
助
衰
癩ド山豆料樵翁古木枝

●
○
○
●
●
○
◎●●○○●●◎

節
目
含
將
空
送
老

●
●
○
○
○
●
●

刀
痕
削
著
半
留
皮

○
○
●
●
●
○
◎

扶
持
無
庭
遊
花
月

○
○
○
●
○
○
●

拗
棄有

時
碕
竹
擁

○
●
●
○
●
●
◎

万
一

開
眉
何
事
在

●
●
○
○
○
●
●
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暫

爲

馬
被

小
見
騎

●

○
●
●

●
○
◎

*
脚
韻
は
上
平
声

支
韻

題
字
は

「瀟
」
「枝
」
「
皮

」

「
籐

」

「騎

」

團
○
有

感
題

之

…
有
感

題

（尊

二
）

▼
題
字

下

「七

言
」

…

（尊

四
）

（内

一
）

（大
島

）

（太

二
）

（松
平

）

図

全
本

▼
頭

注

「
扶
十

」

…

（尊

四
）

（内

一
）

（松

平
）

▼
頭

注

「無

七

言

二
字

」

…

（大

島
）

○
料

（●

）
…
新

（内

一
）

團

れ
い
じ
の

ナ
い
る
い

・
昔
は
思
ふ

璽
壽
の
衰
瓶
を
助
け
ん
こ
と
を

あ
に

は
か

・
豊
、

樵
翁

古

木

の
枝

を
料
ら

ん
や

・
節

目
含

み
も
ち

て

空

し
く
老

を
送

る

・
刀
痕

削

り
著

け

て

な判
"

皮
を

留
む

・
扶
持

し

て
は

花
月

に
遊

ぶ
威
無

し

な

ナ

よ

・
拠
げ

棄

て

て
は

時

有

り

て
竹
擁

に
椅

す

・
万

一
、

眉
開

か
ば
、

何

の
事
か
在

る

・
暫
く

馬

と
為

り

て
小

見

に
騎
ら

れ
ん

図
・

昔、

私

は
年

を
と
り

杖
が

必
要
に

な
っ

た

時
は、

霊

寿

木
が

疲
れ

弱
っ

た

体
を
支

え

て
く
れ

る
だ

ろ
う

と
考

え

て

い
た
。

・
そ
れ
が

、
き

こ
り
が

手
に
す

る

よ
う

な
古

木

の
枝

を
杖

が
わ

り

に
し
ょ

う

な

ど

と

は

思

っ
た

こ
と

が

あ

る

だ

ろ

う

か
。

（今

、

山
僧

か
ら

も

ら

っ
た
杖

が

な

ん
と

こ

の
古

木
な

の

で
あ

る
）

・
節

目
が

あ

っ
て
、

い
た

ず

ら
に
朽

ち

た
木

な

の

で
あ

る
。

・
又
、

刀
で
削

っ
た

あ
と

が
残

っ
て

い
て
木

そ

の
も

の
に
樹

皮

も

つ
い
た

ま
ま

の
よ
う

な

し
ろ
も

の
で
あ

る
。

・

（
そ
れ

と

て
外

に

出
歩

く
気

が

あ

れ

ば

杖

と

し

て

役

立
ち

も

し
よ

う

が
）

今

の
私

に
は
老

体

を
杖

で
支

え

て
、

外
物

を
め

で

る
気
持

ち

も
、

又

そ
う

し
た

風
光

明
媚

な
所

と

て

一
つ
も

な

い
。

・
こ
の
古
木

を
投

げ
す

て
て
、

竹

の
ま

が
き

に
立

て
か

け

て
お
く

以
外

に

役
立

ち

そ
う

に
も
な

い
。

・
た
だ

、
わ

ず

か

で
も

こ
の
古

木
が

、

人

に
有
益

で
楽

し

み
を
も

た

ら
す

と
す

れ
ば

、
何

が
考

え

ら
れ

る
だ

ろ
う

か
。

（何

で
あ

ろ
う

か
）

・
そ
れ

は
、

一
時

の
竹

馬

が
わ

り
と

な

っ
て
、

子
供

に
乗
ら

れ

る
遊
戯

の

効

で
あ
ろ

う
。

国
○

山
僧

…
山

寺

の
僧

、

「
王

昌
齢

・
送

東

林

簾

上

人
蹄

盧

山

詩
」

に

「
日

暮

東

林

下
、

山
僧

還

猫

蹄

」

の
句

が
、

「李

白

・
秋

浦

歌

」

に

「闇

與

山

僧

別
、
低

頭

禮
白

雲
」

の
句

が

み
え

る
。

川

口
久
雄

氏

は
岩

波
古

典

文
学

大

系
本

の
頭

注

で
、

「
こ
の

山
僧

は
、

四

九

七

の
菊

苗

を
頒

ち

与

え
た

僧

と

同
人

で
あ

ろ
う

か
。
」

と

述

べ

て
お
ら

れ

る
。

6̂
}

-40-



○

盤
壽

…
θ
樹

木

の
名

・
一
名

、
裾
。
杖

や
鞭

を

作

る

の
に
用

い
る
。

霊

壽

木

、
『
山
海

経
』

「海
内

経

」

に

「璽
壽
實

華

（注

）
璽

壽

木
似

竹
、

有

枝

節

」

の

【
璽
壽

木
】
『
本
草

』

「塵

壽
木
」

に

「集

解
、

時

珍

日
、
陸

氏

詩

疏

云
、
裾
印

横

也
、
節

中
腫

似
扶

老
印
今

盤

壽
也

、

人
以

作
杖

及

馬
鞭
、

弘
農

郡
北
山

有
之

」
と

あ

る
。
『
漢

語
大

詞
典
』

に
は

「e

木
名

即

"
裾

"
」

と

説

明

し

『
漢

書

』

「孔

光

傳

」

の

「
賜
太

師

璽

壽

杖
、

顔

師

古

注
、

木

似

竹
有

杖
節
、

長

不
過

八
九

尺
、

團
三
四
寸

、
自

然
有

合

杖
制

、

不
須
削

治

也

」

の
用

例
、

及

び

『
文

選
』

「左

思

・
蜀

都

賦

」

の

「璽

壽

桃

枝
。

注

盤
壽

、
木
名

也
、

出
浩

陵
縣

、
桃

枝
、
竹

屡

也
、

出
塾

江
縣

。

二
者

可

以

為
杖

」
を

引
く
。

『
菅
家

文
草

』

「
40
九

日
侍
宴

、
賦

山

人
献

茱
萸

杖
、

鷹
製

」

に

「璽

壽
磨
暫

恩

賜
孔

、
葛
破

欲
謝

化
為

龍
」

の
用
例

が

見
え

る
。

○
衰

蕨

…
お
と

ろ

え
弱

る
。

「蔽

」

は
疲

れ

弱

る
こ
と
。

『
漢

語
大

詞
典
』

で
は

「衰

老
痩

弱
」

と
説

明

し
、
『
東
観

漢

記
』

「
張
敏

傳

」

の

「令

君
所

苦
未

疹
、

有

司
奏
君

年
膿
衰

蘇
、

郊
廟
禮

儀

傍
有

噴
痩

」

の
例

を
引

く
。

『
白

氏

文
集

』

「
猟
秋

遊

平
泉

贈

重

庭
士

間

輝
師

」

に

「
今
來

已
及

此
、

猶

未
苦
衰

蕨
」

の
用
例
が

見
え

る
。

○

樵
翁

…
き

こ
り

の
翁

・
樵
嬰
。

『
漢

語
大

詞
典

』

で
は

「打

柴
的

老
翁

」

と

説

明

し
、

「唐

馬

戴

・
山

行
偶

作

詩
」

の

「
緑
危

路

忽

窮

、
投

宿

値
樵

翁

」

の
例
を

挙
げ

る
。
『
菅

家

文
草
』

「
醜
秋

山
」

に

「樵

翁
論

去
道

、
巖

客

間
來

由
」

の
句

が
、

又

「
脳
遊
龍

門
寺
」

に

「棚

翁

莫

笑
騰

家
客

、

王

事
螢

々
罷
不
能

」

の
句
が

見
え

る
。

○
古

木

…
ふ

る

い
樹
。

年
数

を
経

た
木
。

老

樹
。

「魏

徴

・
述

懐

詩
」

に

「古

木

鳴

寒
鳥

、
空

山

暗

夜

猿

」

の
句

が
、

「李

賀

・
得

日
観

東

房
詩

」

に

「劃

馴
疑

禅

月
、

危
峯

欲
堕

江
」

の
句

が

見
え

る
。
○
節

目
…

木
理

の
精

剛
な

と

こ
ろ
。

木

の
ふ

し

め
。

『
礼

記
』

「学

記

」

に

「善

間

者
如

攻

堅

木

、
先

其

易

者
、

後

其
節

目
。

〈注
〉
節

、
則
木

理

之
剛
、

目
、
則
木

理
之

精
」

の
用
例

が

見
え

る
。
『
呂

覧

』

「
挙
難

」

に

「尺

之

木

必
有
節

目
、

寸

之

玉

必
有

蝦

殖
」

の
用

例

が

見
え

る
。
『
白

氏
文

集
』

「
㎜
文
柏

林
」
に

「刮

削
露

節

目
、
彿
拭

生
輝

光
」

の
句

が
あ

る
。

○
将

…

《
助

字
》

も

ち

て
。

ゆ
き

て
。

〈
動

詞

の
後

に

つ
け

て
動
作

が

一

定

の
方

向

に
進

む
様

態

を
表

す
〉

「白

居

易

・
売

炭

翁
」

に

「
宮
使

駆
将

惜

不
得

」

の
例

が

そ
れ

で
あ

る
。

（『
漢

辞
海

』
）

○
送
老

…
老

後

の
時

日
を

消
遺

す

る
。
『
白

氏
文
集

』

「香
櫨

峰

下
新

卜
山

居

草

堂

初

成

偶

題
東

壁
詩

」

に

「
司

馬

価

為

送

老

官
」

の
用

例

が
、

又

「
杜
甫

・
秦

州

雑
詩

」

に

「何
時

一
茅

屋
、

送
老

白
雲

辺
」

の
例

が

見
え

る
。
『
菅

家

文
草

』

「
餅
釣

船
」

に

「不

問
臨

家
後

、
唯

期
迭

老
中

」

の
句

が

、

又

「
姐
園

碁
」

に

「楡

閑
猶
氣

味
、

迭

老

不
蹉

跣
」

の
句

が
見

え

る
。

○

刀
痕

…

刀

の
き

ず

あ

と
。

刀
癒

。
『
漢

語
大

詞

典

』

に
は

「刀
傷

留

下

的

療

痕

」
と

説

明

し
、

「漢

葉

談

・
枯

胡
茄

十

八

拍

」

の

「塞

上
黄

蕎

分

枝

枯
葉

乾

、
沙

場
白

骨

分

刀
痕

箭
癩

」

の
例

を

引
く
。

○
箸

…

《
助
字

》
動

詞

の
後

に
置

か
れ

て
動

作

の
進

行
や

完
成

を

示
す
。

『
白

氏
文
集

』

「郁

郵
冬

至
夜

思
家

」

の

「
還
応

説
著

遠
行

人
」

の
例
が

、

そ
れ

で
あ

る
。

（『
漢

辞
海

』
）

○

扶
持

…
た

す

け
も

つ
。

扶
護

。
扶

助
。

扶

將
。

『
孟

子
』

「縢

文
公

上
」
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に

「守

望
相

助
、

疾
病

相

扶

持
、

則

百
姓

親

睦
。

（注

）
扶

持

其

編

弱
、

救
其

困
急

」

の
例

が

見
え

る
。
『
漢

語
大

詞
典

』

で
は

「②
支

持

、
常

助

」

と
説

明

し
、

『
管

子
』

「形
勢

解

」

の

「道

者

扶
持
衆

物

、
使

得
生

育

、

而

各
終

其
性
命

者
也

」

の
例
を

引

く
。
『
菅

家

文
草
』

「
謝
假
中

書
懐

詩

」

に

「
早
起
呼
童

子
、

扶
持

残
菊

花
」

の
句

が
見

え
、
『
菅
家

後
集

』

「
姻
雪
夜

思
家

竹

」

に

「縦

不
得

扶

持

、
其

奈
後

凋
節

」

の
句

が
、

又
、

「
脳
官

舎

幽
趣

」

に

「依
病

扶
持
黎

薔

杖
、

忘
愁
吟

詠
菊

残
花

」

の
句

が

見
え

る
。

○
花

月

…
花

と

月
。

又
花

に
照

る

月
。

花

に

映

じ

る
月
。

「買

至

・
送

王

道

士

還
京
詩

」

に

「借

問
清

都
薗

花
月
、

豊
知

遷
客

泣
瀟

湘

」

の
用

例
が

あ

る
。
『
漢

語

大

詞
典

』

で

は

「花

和

月

・
涯

指

美

好
的

景

色

」

と
説

明

し
、

「
王

勃

・
山

扉

夜
坐

詩

」

の

「林

塘

花

月

下
、

別
似

一
家

春

」

の
用

例

及

び

「李
白

・
褻

阻
曲

之

=

の

「
江
城

回
禄
水

、
花

月

使
人

迷
」

の

句

を

引
く
。

『
白

氏
文
集

』

「
㎜
和

微
之

十
七
與

君

別
及

朧
月
花

枝

之
詠

」

に

「
垂
老

休
吟

花

月
句

、

恐
君

更

結
後

身

縁
」

の
句

が

見

え

る
。

『
田
氏

家

集

』

「
31
三
月
晦

日
、
送

春

感

題
」

に
も

「壮

年

未

取
歓

情

盤

、
花

月

徒

勢

世
累
長

」

の
句
が

見
え

る
。

○
拠
棄

…
な

げ
す

て
る
。

ふ

り
す

て
る
。
施

榔

。

○
竹
離

…
竹

で
作

っ
た

ま
が

き
。
『
白
氏

文
集
』

「
㎜
秋
池

濁

迂
」

に

「薫

疎

秋

竹
擁
、

清
淺

秋
風
池

」

の
句

が
、

又

「
遡
新
亭

病
後

濁
坐

、

招
李

侍

郎

公

垂
」

に

「 

暖
泥
茶

竈

、
防
寒

爽
竹

擁
」

の
句

が
あ

る
。

又

『
菅

家

文
草
』

「
梱
秋
」

に

「老

松
窓

下
風

涼
庭

、
疎
例
鯛

頭
月

落
時

」

の
句

が
、

又

「
魏
竹
」

に

「
翠
例

疎
鯛

下
、
脩

々
翫
碧
鮮

」

の
句

が
見

え

る
。

○
開

眉

…

眉
を

ひ
ら

く
。

愁

を

と
く
。

安

心

す

る
。

『
漢

語
大

詞

典
』

に

は

「笑

・
開
顔

」
と

説

明
し
、
『
白

氏
文
集

』

「偶

作
寄

朗

之
詩

」

の

「
岐

分

雨

廻

首
、

書

到

一
開

眉
」

の
用
例

を

引

く
。

『
白

氏

文
集

』

に

は
他

に

「
緻
鏡

換
杯

」

に

「
不
似

杜
康

神
用
速

、

十
分

一
蓋

便
開

周

」

の
句
が

、

「
㎜
聞

新
蝉

贈
劉

二
十

人
」

に

「無
過

一
杯
酒

、
相

渤
数

開
周

」

の
句

が

見
え

る
。
『
菅

家

文
草

』

「
輔
酒

」

に

「開

眉
杯

裏
伴

、

促
膝

醇
中
吟

」

の

句

が
、

又

『
菅

家

後

集
』

「
姫
詠
樂

天
北

窓

三
友

詩

」

に

「
不
須

一
曲

煩

用

手
、

何
必

十
分

便

開
眉
」

の
句

が

見
え

る
。

い
ず

れ

の
用

例
も

「酒

」

が

「愁
眉

を
解

く

」
も

の
で
あ

る

と

い
う

発
想

が

前
提

の
使

わ

れ
方

に
な

っ

て

い
る
。

○

万

】
…

万
分

の

一
。

わ
ず

か
。

『
漢

語
大

詞
典

』

に

は

「①

万
分

之

一
。

表

示
極

少
的

一
部

分
」

と
説

明
す

る
事

項

が
、

こ
の
句

の
そ

れ

で
あ
る

と

考

え
る
。

一
方

で

「
万
が

一
の
場

合
」

「も

し
、
ひ

ょ

っ
と
」
の
意

も
あ

る
。

『
漢

語

大

詞
典

』

に

「②
指

可
能

性
極

小

的

意

外
的

情

況

」

「③

連

詞
。

表

示
可
能

性
極

小

的
假

設
」

と
説

明
す

る

用
法

は
、

こ
こ

で
は
採

ら
な

い
。

畢
園
醐
図

○
何

事

…

ど

ん
な

事

。
ど

の
よ
う

な

事
。

「何

」

は
名

詞

の
修

飾

語

と

し

て
用

い
ら

れ

る
。

「な

ん

」

「な

ん

ノ
」

「
い
ず

レ

ノ
」
と

読

み

「
ど

の
よ

う
な

」

「
ど

の
」

「
い

つ
の
」

と

い

っ
た

意
味

を

表
す
。

（『
漢
辞

海
』
）

『
漢

語
大

詞
典

』

に
は

「①

什
塵

事
。

梛
件
事

」

と

説
明

す

る
用
法

と
考

え
ら

れ

る
。

●
詩
題
「
山

僧

贈
杖、

有
感
題
之」

の

「

山
僧」

に
つ

い

て

-42-



川

口
久

雄
氏

は
岩
波
古

典

文
学
大

系
本

の
頭

注

で

「
こ

の
山
僧

は
、

四

九
七

の
菊

苗
を
頒

ち
与

え
た

僧
と

同
人

で
あ

ろ
う

か
。
杖

を

贈
ら

れ

て
も

心

か
ら
喜

ぶ
気

に
な
れ
な

い

の
で
あ

る
。
」

と

述

べ
ら
れ

て
い
る
。
〔6
》

●
七
・

八

句
「
万
一

開

眉
何

事
在、

暫

爲
馬

被
小

見
騎
」

の
解
釈
に
つ
い

て川

口
久

雄
氏

は
岩
波
古

典

文
学
大

系
本

の
頭

注

で

こ
の

二
句

の
解

釈

を

「
万
に

一
つ
、

（赦

免
さ

れ

る

よ
う

な

こ
と

が

あ

っ
て
）

憂

え

の
眉

も

の

び

ひ
ら
く

よ
う
な

こ
と

が
あ

っ
た

ら
ど
ん

な

こ
と

に
な

る

で
あ

ろ
う
。

こ

の
お

か
し
な

杖
も

一
役

買

っ
て
竹

馬

の
代

わ

り
と
な

っ
て
小
児

に
乗
ら

れ

る
よ
う

な

も

の
を

」
!
と

さ

れ

て
い
る
。

こ
の
解

釈

は
七

句

目

の

「万

一
」

を

「
万
が

一
の
場

合
」

「も

し
、

ひ

ょ

っ
と

し

て
」

の
意

と

し

て
採

ら

れ

た
上

で

の
そ
れ

で
あ

る
。

筆
者

は

こ

の

「
万

=

を

前

の

国

圏

困
圏

の
項

で
触

れ

た

よ
う

に

「
わ
ず

か
」

「
ほ
ん

の
少

し
」

の
意

で
考

え

て
み
た

。

そ

の
根
拠

を

以
下
に
述

べ

て
み

る
。

そ

の

一
は
、

こ
の
七

・
人
句
が

受
け

る
そ

れ
ま

で

の
句
内

容

と

の

つ
な

が

り

で
あ

る
。

ま
ず

一

・
二
句

で
、
自
分

が

年
老

い
て
杖

の
助
け

を
求

め

な
け

れ
ば

な
ら

な
く
な

っ
た

ら
、

そ

の
杖

は

霊
寿
木

だ

と
思

っ
て

い
た

の

に
、
今

回

僧
か

ら
も
ら

っ
た
古

木

の
杖

は
そ

れ
と
余

り

に
か

け
離

れ
た

材

質

の
も

の
だ

っ
た
。
と
詠

い
、

三

・
四
句

で
そ

の
古

木

の
杖

の
様

を
詠

う
。

先

に
引

い
た
よ

う
に
、

こ

ゝ
で
は

川

口
久

雄
氏

の
言

及
さ

れ

て

い
る

「
杖

を

贈

ら
れ

て
も

心
か

ら
喜

ぶ
気

に
な

れ
な

い
」
心
情

が

露

呈

し
て

い
る
句

意

と
な

っ
て

い
る
。

と

こ
ろ
が

、

五

・
六

句

を
読

み
解

く

と
そ

れ

は
、
僧

か
ら
も

ら

っ
た
古

木

の
杖

に

い
ら
だ

っ
て

い
る

の
で

は
な

く
、

五
句

目

に

言

う

「
（そ
れ

と

て
外

に
出
歩

く

気
が

す
れ

ば
杖

と

し

て
役
立

ち

も

し
よ
う

が

）
今

の
私

に

は
老
体

を

杖

で
支

え

て
外

物

を
め

で

る
気
持

ち

も
、

又

そ

う

し
た

風
光

明
媚

な

所
と

て

一
つ
も

な

い
」

と
、
自

分

自
身

の
身

体

、
心

情

に

い
ら
だ

っ
て

い
る

こ
と
が
判

明

す

る
。
故

に
六
句

目

で

「
こ
の
古
木

を

投
げ

す

て
て
竹

の
ま

が

き

に
立

て
か
け

て
お
く

」
と

詠

む

の
で
あ

る
。

せ

っ
か
く
山

僧

か
ら
贈

ら

れ
た
杖

が

い
か
に
自

分

の
求

め

る
そ

れ
と

隔
絶

し

て

い
た
と

し

て
も
、

気

に
入

ら
な

い
か

ら

と
言

っ
て
不
用

と

し

て
投

げ

捨

て

る
に

は
礼

に
失
す

る

と
思

っ
た

か
ら

こ

そ
七

・
八

句

で
そ

れ
を
受

け

て

「
こ

の
古

木

の
杖
が

、
外

に
出

る
気

も

な

い
私

に
は

不
用

で
も

、
何

か

他

の
人

に
わ
ず

か
で
も

役

に
立

つ
と

し
た

ら

子
供
達

の
竹
馬

の
代

用

に
な

る

は
ず

」
と
詠

ん

で

い
る
も

の
と

考

え
る
。

と

す
れ

ば
、

「
万

=

は

「開

眉

」
を

修

飾
す

る
語

で

「わ

ず

か
」

「
ほ

ん

の
少

し
」

の
意

で
と

る

べ
き

で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。

二

点

目

は

「
開

眉

」

の
詩

語

と

し

て

の
使

わ

れ

方

で

あ

る

。

既
に

国

圏
圏
―

の
項

で
触

れ
た

よ
う

に
中

国

の
古
典

籍
、

と

り
わ

け
白

詩

に
散

見

す

る

語

で
あ

る

が
、

い
ず

れ

の
詩
も

「酒

」

「飲

酒
」

と

対

で
使

わ

れ

て

い
る
。

こ

の
用

法
を

道
真

は
自

作

に
も
忠

実

に
生

か

し

て

い
る

こ
と

は

用

例

に
も

指

摘

し
だ

。
特

に

『
菅

家

後
集

』

「
㎝
詠
樂

天
北

窓

三
友

詩

」

の
例
は
、

「酒

」

が
自
分

を

「開

眉
」

す

る
も

の

で
は
な

い
と

暗

に

「酒

」

を

「開

眉
」

の
語

に
込

め

て

い
る
使

い
方

で
あ

る
。

こ
う

し
た

流

れ

で
こ
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の
四
九

八

の
七

句

目
を
考

え

る

と
、

「酒

が

人

の
愁

い
を
解

き

放

っ
て
く

れ

る
よ
う

に
、

こ
の
僧

が
く

れ
た
古

木
が
、

人

に

役
立

つ
と
し
た

ら
」

の

解
釈

に
落

ち

つ
く

の
で
は
な

い
か
と
考
え

る
。
「開

眉
」
す

る

も

の
が

「
酒
」

と

い
う
詩

語

の
使

わ

れ
方

と

し

て
定

着
し

て

い
る

が
故

に
、

そ
れ

を

「
古

木
」

に
置

き
換

え
た
時

、

「
開

眉
」
を
修

飾

す

る
も

の
と

し

て

「
万

一
=

わ
ず

か
、

ほ
ん

の
少

し
」

を
付

す

必
然

性
が

生

じ
た

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

追
記こ

の
稿
を
草
す
る
に
あ
た
り
、
木
下
文
理
氏
よ
り
多
大
の
御
助
力
を
い
た
だ
い
た
。
と

り
わ
け
語
釈

・
白
詩
中

の
詩
語
の
検
索
等
に
お
力
添
え
を

い
た
だ
い
た
事
に
深
謝
申
し

上
げ
た
い
。

二
〇

〇

二
年

十

一
月

二
十
九

日
執

筆

了

（や
き

や

ま

ひ

ろ
し

/
大
学

院

七

回
修

了

・
有

明

高
専

）

【
注

】
（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6

）

（
7
）

拙
稿

「菅
原
道
真
研
究

『菅
家
後
集
』
全
注
釈

（六
ご

（
「有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
」
三
十
九
号
）

大
曽
根
章
介
著

『
王
朝
漢
文
論
孜
―

『本
朝
文
粋
』
の
研
究
―
』

作
品
論
七

「書
斎
記
」
雑
考

一
八
四
頁

川
口
久
雄
校
注

『菅
家
文
草

・
菅
家
後
集
』

頭
注
五

一
一
頁

・
補
注
七
三
七
頁

小
島
憲
之
著

『國
風
暗
黒
時
代
の
文
學
中

（中
）』

一
四
六
七
頁

小
島
憲
之
著

『國
風
暗
黒
時
代
の
文
學
中

（中
）
』

一
四
六
九

・
一
四
七
〇
頁

川
口
久
雄
校
注

『菅
家
文
草

・
菅
家
後
集
』

頭
淀

五

一
三
頁

川
口
久
雄
校
注

『菅
家
文
草

・
菅
家
後
集
』

頭
注
七

・
八

五

一
三
頁
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